










— 31 —

トの悪化で再び水面下へ急落となっていることから要注意点といえる。

製造業では差別化戦略と新機軸による受注開拓を目指した付加価値の増大と新規事業の展開の指摘

割合が増えているとともに、人材確保の割合が 3 期連続で増えた。流通・商業は４業種で唯一、業況

判断がマイナスであったことから新規受注確保、付加価値の増大、新規事業の展開、社員教育の比重

が相対的に高く、仕事確保の要因が他の３業種と比較すると強く現れた。サービス業では付加価値の

増大、人件費と人件費以外の経費削減および財務体質強化が他業種より重視されている。

業績回復度の相違から地域別・企業規模別に異なる経営上の力点の置き所
地域別特徴として北海道・東北では復興需要の影響から労働力の不足感が強く、人件費以外の経費

節減が飛びぬけて高く、財務体質強化と社員教育の比重も相対的に高くなっており、逆に新規受注（顧

客）の確保と付加価値増大の割合が低い。なお研究開発の低さは産業構造上に起因していると考えら

れる。関東は機械系の比重が高いので、得意分野の絞り込みと研究開発の比重が相対的に高く、前期

比でも増加した。北陸・中部は新規受注確保が特に高く、人材確保に注力しており、逆に社員教育と

財務体質強化の比重が相対的に低い点が注目される。近畿では付加価値の増大、情報力強化と財務体

質強化が重要視されており、経費節減の度合いは低い。中国・四国は他地域と比べると社員教育と新

事業展開の指摘割合は高いが情報力強化と得意分野の絞り込み低さが目につく。九州・沖縄は人材確保、

新事業展開、得意分野の絞り込みの割合が高く、今期の地域間での経営努力の力点は産業構造上の際

に規定されて多様性を持っている。地域の特性と課題を基礎に、地域内循環力強化の仕組みづくりの

ための自治体政策の強化（よい経営環境づくり）が求められる。

次に景況感の規模別相違を反映して規模間の力点の相違が顕著である。とりわけ目立つのは 100 人

以上の規模層では新規受注の確保の割合が低く、人件費節減、人件費以外の経費削減、人材確保、研

究開発の割合が高い点である。また傾向的に規模が小さくなるほど新規受注確保、得意分野の絞り込み、
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財務体質強化、情報力強化の比重が相対的に高くなっている。共通点としては、50 人以上 100 人未満（6.3

ポイント減）の規模を除いて、他の規模では「社員教育」の割合が水準・傾向ともに高まってきている。

個々の経営が直面する課題の相違点は生産・流通・販売のサプライ・チェーンの流れの中で規模別に

異なった役割を担っていることから、景況回復度に格差が生じていることで力点の置き所の相違が生

じている。

中小企業を巡る景況感は大震災前の水準を突破しつつあるが、次期以降の見通しは不透明である。

今期の経営上の力点から、固有技術の先鋭化、財務体質の健全化・強化、変化への対応力を土台にリ

スク対応力を強める姿勢が示されている。

読者各位

（DOR98号）同友会景況調査報告（2012年1月31日発行）に関するお詫び
と訂正

皆様にご案内いたしました、上記報告の本文に一部誤った表記がありまし

た。謹んでお詫びするとともに、下記のように訂正いたします。

訂正箇所
〔物価動向〕本文6行目（13ページ）
【　誤　】製造業（21 → 25）では「上昇」圧力が高まる結果となった。

【訂正】建設業（21 → 25）では「上昇」圧力が高まる結果となった。


